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VBAでは一般的に、 操作の対象となるオブジェクトを指定するとき、そのオブジェクトが属する

コレクションを使います。たとえば、ワークシート「Sheet1」を操 作 対 象とする場 合は、すべ

てのワークシート (Worksheetオブジェクト )の集 合 体である Worksheetsコレクションを使って

「Worksheets("Sheet1")」とします。指定するのはコレクションなので、Worksheetsと複数形となっ

ている点に留意してください。

セルは Rangeオブジェクトで表されますが、セルの指定方法は上記のように一般的なコレクションを

使う方法とは少し異なります。セルを表す Rangeオブジェクトは、それ自体が「全セルの集合体」です。

Rangeオブジェクトが属する Rangesコレクションというものはありません。

セルを指定するには、２通りの方法があります。

● Range
● Cells

Rangeは、A1や B3などセルのアドレスを文字列として指定します。

例： Range("A1") →　セル A1

 Range("B2:D4") →　セル範囲 B2:D4

括弧内のアドレスは文字列として指定するので、「"（ダブルクォーテーション）」で囲みます。

単一のセルを指定するときは「Range("A1")」のように、セルのアドレスを指定します。連続したセル

範囲を指定するときは、始点のアドレスと終点のアドレスを「:（コロン）」で結んで「Range("A1:B3")」

と指定します。これは、セル範囲 A1:B3を表します。連続していない飛び飛びの複数セルを指定する

ときは、それぞれのアドレスを「,（カンマ）」で結んで「Range("A1,B3,C5")」と指定します。これは、

セル A1とセル B3とセル C5を表しています。いずれの指定も、「()（括弧）」内のアドレス全体を「"」

で囲む点に留意してください。

一方の Cellsは「Cells( 行 , 列 )」のように、行と列を数値で指定します。

例： Cells(1,1)　→　1 行 1 列目　→　セル A1

 Cells(4,3)　→　4 行 3 列目　→　セル C4

操作対象のセルを指定するとき、Rangeと Cellsのどちらを使ってもかまいませんが、一般的に Range

は、固定されたアドレス（A1や B2:D4など）を指定するときに便利です。一方の Cellsは、行の位置

と列の位置を数値で指定できるので、複数のセルを順次処理する場合などでよく使われます。

その他の指定方法

● ActiveCell

アクティブセルを表します。アクティブセルとは、現在 Excelが操作の対象としているセルのことで、

ワークシート上に 1つしか存在しません。キーボードで何かのキーを打ったとき、入力されるのがア

クティブセルです。

6-1　セルの指定


